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Parish と Ada3' は,Salmonella adeZaz'de
の 鮎gelinを抗原とし,ラットに トレランスを































ウシ血清アルブ ミン1gを 35mlの 0･25M-堤




酸化ナ トリウムで pH9･5とし反応を停止せ し








ム (5×52cm)を通 して分画 した｡溶出には pH
-46-

















































が認められ, BSA とFlの沈降線は spurをなし,Fl
とF2の沈降線は,fuseしている｡ 又,pe
pticBSA-30の沈降線は2本
認められ, そのうち, Rf値の小さい方は,Flおよび F2と
fuseした｡ F3および F4は,蛋白濃度を37･5-1,200ILg/mlの範囲で変え
ても沈降線を与えなかった｡(2) 定量沈降反





















mは BSA に比 し著 しく抗原性が低下 しているといえる｡b.
anti-pepticBSA-30との反応BSA を抗原 にした時の最高沈降量 を与える抗原濃度
は200ILg/mlであったので,この濃度で,各フラクションについて定量沈降反応を行
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あるいは F4(それぞれ S-BSA, sIFr2, S-Fr3,
S-Fr4)の 100FLgを 1週間々隔で 2回注射 して,
2回目の注射から1週間目に Ap-BSA と ET
で chalengeを行なった｡ これらのいずれを注
射 した場合 もchalenge前には抗体は出現 しな
かったoFi畠.8に γM-R.I･I･と γG-RI･I･を
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昭和47.12 牛血清アルブミン分解物の抗原性とそれらを以てする免疫 トレランス誘導の試み - 51-
基の全てが保持されているとしている｡一方,
分子量 10,000以下と推定されるピーク3は,汰




ーク1は BSA とほぼ同様,ピーク2は BSA
の約80%,ピーク3は30%と計算 している｡
著者 らの水解条件は, 唐沢 らとほぼ 同じで
あるにもかかわらず, その成績 は, むしろ,
Wrightの報告に近いものとなった｡










しか し,著者 らのえた FlおよびF2(分子量
は60,000,45,000位と推定される)では,元の





























F4までの Peptic-BSA-30が, 元の BSA の
抗原基の全てを有 していないということが考え
られる｡前記の Parish,Adaらの SaZmoneZZa
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家兎血清 との 間に沈降物を造 らず, 単に BSA
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